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 食物アレルギーによる健康危害未然防止のために，食品へのアレルギー物質表示が義務化されている．東京都で令和

3 年 4 月から令和 5 年 3 月に実施した特定原材料検査の結果から，表示が適正に行われているか，その動向を示した．

東京都内で製造または流通していた加工食品について，69 検体に ELISA 法によるスクリーニング検査を実施した．乳

において 23 件中 1 検体，小麦において 18 件中 2 検体で陽性を示した．乳陽性の検体はウエスタンブロット法，小麦

陽性の検体は PCR 法を用いて，おのおの確認検査を行った．その結果，どら焼き 1 検体を乳陽性と確定した．この原

材料表示には、「乳」の記載はなかった．誤食を防ぐために適切な食品表示がなされているか確認するには，今回のよ

うな原材料の原料にも着目した加工食品に対する特定原材料の検査の継続的な実施が重要であることを示唆した．

また，スクリーニング検査と確認検査の結果の不一致は，粉末原料の麦芽が小麦の ELISA 法において偽陽性を示し

たためであった．このことから，原理の異なる確認検査を行う必要性を改めて示すことができた．

キキーーワワーードド：食物アレルギー，特定原材料，卵，乳，小麦，そば，ELISA 法，ウエスタンブロット法，PCR 法

はは  じじ  めめ  にに

食物を摂取した際，食物に含まれる原因物質（アレルゲ

ン：主としてタンパク質）を異物として認識し，自分の身

体を防御するために過敏な反応を起こすことがあり，これ

を食物アレルギーという 1)．

食物アレルギーによる健康危害の発生を防止する観点か

ら，容器包装された加工食品について，特定原材料を含む

旨の表示が義務付けられている．特定原材料として，平成

13 年 4 月に，卵，乳，小麦，そばおよび落花生が 2)，平

成 20 年 6 月に，えびおよびかにが厚生労働省より示され

た 3)．平成 27 年 4 月からは，食品表示制度が一元化され

たことに伴い，これら 7 品目について消費者庁から食品表

示法における表示が義務づけられている 4)．更に令和 5 年

3 月に，くるみが追加され 5) ，現在は 8 品目について表

示が義務づけられている．しかし，自主検査や販売者から

の指摘，消費者からの問い合わせによる調査等で，食品表

示に関わる違反が発覚し，自主回収する事例が頻発してい

る 6)．

東京都では，食品中の特定原材料の検査を平成 15 年度

から継続して実施している．検査の結果，検査開始当初に

比べ，ここ数年は 1，2 年に 1 件程度の検出と表示の適正

化はおおむね図られている 7-15)．本報では，令和 3 年度か

ら令和 4 年度の卵，乳，小麦およびそばを対象とした検査

結果から，最新の動向について報告する．

実実  験験  方方  法法

  1. 試試料料

令和 3 年 4 月から令和 5 年 3 月に，東京都健康安全研究

センター食品監視第一課，食品監視第二課および都保健所

から収去された加工食品 69 試料を検査対象とした．いず

れの試料にも原材料表示に検査対象とする特定原材料の記

載はなかった．

2. 試試薬薬

試薬およびその調製は通知法に従った 16,17)．

1) ススククリリーーニニンンググ検検査査（（ELISA 法法））

対象とする特定原材料に応じて，以下のキットを用いた．

・卵：日本ハム株式会社製 FASTKIT エライザ Ver.III 卵
および株式会社森永生科学研究所製モリナガ FASPEKエラ

イザ II 卵・卵白アルブミン

・乳：FASTKIT エライザ Ver. III 乳（以下 N キット乳）

およびモリナガ FASPEK エライザ II 牛乳・カゼイン（以下

M キット乳）

・小麦：FASTKIT エライザ Ver. III 小麦（以下 N キット

小麦），モリナガ FASPEK エライザ II 小麦・グリアジン（以

下 M キット小麦）

・そば：FASTKIT エライザ Ver. III そばおよびモリナガ

FASPEK エライザ II そば
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2) 確確認認検検査査（（ウウエエススタタンンブブロロッットト法法））

・プレキャストゲル：テフコ株式会社製 Q-PAGE mini 
12.5% 
・メンブレン：サーモフィッシャーサイエンティフィッ

ク株式会社製 iBlot™ 2 Transfer Stacks，PVDF 
・ウエスタンブロットキット：株式会社森永生科学研究

所製モリナガFASPEK乳ウエスタンブロットキット β-ラク

トグロブリン（以下 β-ラクトグロブリンキット）およびカ

ゼイン（以下カゼインキット） 
3) 確確認認検検査査（（PCR 法法））

・DNA抽出キット：株式会社キアゲン製Genomic-tip 20/G，

DNeasy Plant Mini および株式会社ニッポンジーン製 GM 
quicker4 
・DNA 合成酵素：サーモフィッシャーサイエンティフィ

ック株式会社製 AmpliTaq Gold DNA ポリメラーゼ

・プライマー対：オリエンタル酵母工業株式会社製アレ

ルゲンチェッカー（R）「小麦」

3. 機機器器

以下の機器を使用した．

・粉砕機：16 Speed Blender（Oster 社製），DLC-1J，DFP-
7JBS（コンエアージャパン合同会社製）

・振とう機：MMS-3010（東京理化器械株式会社製），

Shake-LR（タイテック株式会社製）

・高速冷却遠心機：Avanti ®J-E（ベックマン・コールタ

ー株式会社製），CF15RN（日立工機株式会社製）

・超微量分光光度計：NanoDrop 2000c（サーモフィッシ

ャーサイエンティフィック株式会社製）

・マイクロプレートリーダー：iMark（バイオ・ラッドラ

ボラトリーズ株式会社製）

・マイクロプレートウォッシャー：AMW-8R（バイオテ

ック株式会社製）

・サーマルサイクラー：GeneAmp®PCR System 9700（サ

ーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社製）

・電気泳動装置：Mupid®-2plus（株式会社アドバンス製）

・ゲル撮影装置：プリントグラフ AE-6933FXES（アトー

株式会社製）

・ポリアクリルアミドゲル電気泳動槽：セイフティーセ

ルミニ STS-808（テフコ株式会社製）

・電源装置：PowerPacHC™（バイオ・ラッドラボラトリ

ーズ株式会社製）

・転写装置：iBlot™ 2 Gel Transfer Device（サーモフィッ

シャーサイエンティフィック株式会社製）

・超純水製造装置：Milli-Q integral 5 system（メルク株式

会社製）

4. 方方法法

スクリーニング検査および確認検査の手順はいずれも通

知法に従った 16,17)．

スクリーニング検査は ELISA 法による定量検査法で行

い，各特定原材料に対して，上述の 2 種のキットを用いた．

なお，1 度目の測定を行った結果，特定原材料由来タンパ

ク質の定量値が 8-12 μg/g の範囲内にある場合は，再試験を

実施した．

乳のスクリーニング検査で陽性であった検体については，

β-ラクトグロブリンキットおよびカゼインキットの 2 種を

用いたウエスタンブロット法による確認検査を行った． 
小麦のスクリーニング検査で陽性であった検体について

は，PCR 法による確認検査を行った．

5. 判判定定

スクリーニング検査および確認検査の判定は通知法に従

った 16,17)．

スクリーニング検査では，少なくともいずれか一方のキ

ットで特定原材料由来タンパク質を 10 μg/g 以上検出した

ものを陽性，両キットで 10 μg/g 未満のものを陰性と判定

した．なお，本報告ではスクリーニング検査で各特定原材

料由来タンパク質を 8 μg/g 以上検出したものはその値を示

し，8 μg/g 未満のものは定量下限値未満とした．

乳を対象とした確認検査では，ウエスタンブロット法に

より，β-ラクトグロブリンおよびカゼインのいずれか一方

または両方を検出したものを陽性と判定した． 
小麦を対象とした確認検査では，植物 DNA 検出用プラ

イマー対を用いた PCR 法で植物 DNA を検出し，かつ，小

麦検出用プライマー対を用いた PCR 法で小麦 DNA を検出

した場合を陽性と判定した．

結結  果果  おお  よよ  びび  考考  察察

1. 令令和和 3 年年度度  
令和 3 年度の検査結果を表 1 に示した．

卵を対象として 12 検体，乳を対象として 9 検体，小麦を

対象として 6 検体，そばを対象として 2 検体についてスク

リーニング検査を行ったところ，小麦を対象とした検査で

1 検体（粉末調味料 6）を陽性と判定した．小麦由来タンパ

ク質の値は，N キット小麦で 11 μg/g，M キット小麦で 67 
μg/g と算出した．この粉末調味料 6 について，植物 DNA
検出用プライマー対および小麦検出用プライマー対を用い

た PCR 法による確認検査を行ったところ，植物 DNA（124 
bp）を検出したが，小麦 DNA（141 bp）を検出せず，陰性

と判定した．粉末調味料 6 の原材料には，麦芽エキス粉末

が含まれていた．今回使用した N キット小麦および M キ

ット小麦については，ロットにより偽陽性を示す可能性が

ある食品として麦芽が挙げられている 18,19)．令和 2 年度の

我々の報告においても，麦芽エキス粉末を含む粉末調味料

で同様の傾向を認めており 15)，ELISA 法における偽陽性に

は十分留意し，確認検査として原理の異なる試験法を実施

する必要性を再認識した．
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Nキット
a) Mキット

b)

令和3年度 卵 ピーチシャーベット   NDc) ND 陰性
d)

オレンジシャーベット ND ND 陰性

粉末調味料1 ND ND 陰性

粉末調味料2 ND ND 陰性

がんもどき（卵なし） ND ND 陰性

コッペパン ND ND 陰性

魚のパン粉焼き ND ND 陰性

バゲット ND ND 陰性

かき玉うどん ND ND 陰性

かき揚げ ND ND 陰性

塩バターパン ND ND 陰性

最中 ND ND 陰性

乳 ドレッシング1 ND ND 陰性

ドレッシング2 ND ND 陰性

ケバブソース ND ND 陰性

トマトソース ND ND 陰性

梅キャンディ ND ND 陰性

粉末調味料3 ND ND 陰性

粉末調味料4 ND ND 陰性

シーザーサラダ ND ND 陰性

コーンシチュー ND ND 陰性

小麦 米酢 ND ND 陰性

白米スパゲッティー乾麺 ND ND 陰性

野菜炒め ND ND 陰性

粉末調味料5 ND ND 陰性

粉末調味料6 11 67  陽性
e) 陰性

白身魚の変わり焼き ND ND 陰性

そば 生うどん ND ND 陰性

ゆでうどん ND ND 陰性

令和4年度 卵 粉末飲料1 　NDc) ND 陰性
d)

クッキー ND ND 陰性

かきたまじる（卵なし） ND ND 陰性

おやき（あずき） ND ND 陰性

ゆばの吸い物 ND ND 陰性

粉末調味料1 ND ND 陰性

粉末調味料2 ND ND 陰性

こし餡饅頭 ND ND 陰性

コーンチャウダー ND ND 陰性

乳 粉末飲料2 ND ND 陰性

粉末飲料3 ND ND 陰性

蓮根と大根の煮物 ND ND 陰性

小松菜とキャベツと人参の胡 ND ND 陰性

ハードトースト ND ND 陰性

粉末調味料3 ND ND 陰性

粉末調味料4 ND ND 陰性

のど飴 ND ND 陰性

フレンチドレッシング1 ND ND 陰性

フレンチドレッシング2 ND ND 陰性

ソース1 ND ND 陰性

ソース2 ND ND 陰性

胡瓜とささみの胡麻和え ND ND 陰性

どら焼き 152 252  陽性
e) 陽性

小麦 粉末調味料5 7 33 陽性 陰性

粉末調味料6 ND ND 陰性

赤酢 ND ND 陰性

ハヤシライス（ルーのみ） ND ND 陰性

切り干し大根 ND ND 陰性

春巻き ND ND 陰性

そぼろ煮 ND ND 陰性

わかめご飯 ND ND 陰性

豆乳ごま坦々風スープ ND ND 陰性

薯蕷饅頭 ND ND 陰性

きんとん饅頭 ND ND 陰性

麻婆豆腐 ND ND 陰性

そば 生中華麺1 ND ND 陰性

生中華麺2 ND ND 陰性

うどん ND ND 陰性

むし焼きそば ND ND 陰性

生中華麺3 ND ND 陰性

a) 日本ハム株式会社製FASTKIT Ver.III

b) 株式会社森永生科学研究所製モリナガFASPEKエライザII

c) 各特定原材料由来タンパク質が定量下限値8 µg/g未満

d) ＜10 µg/g

e) ≧10 µg/g

いずれの試料も原材料表示に検査対象とする特定原材料の記載なし

表1. 東京都内で製造または流通していた食品中の特定原材料検査結果

検査項目 試料

スクリーニング検査（ELISA法）

特定原材料（µg/g）
判定

確認検査

PCR法 ウエスタン

ブロット法

東 京 健 安 研 セ 年 報，74, 2023
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2．．令令和和 4 年年度度

令和 4 年度の検査結果を表 1 に示した．

卵を対象として 9 検体，乳を対象として 14 検体，小麦

を対象として 12 検体，そばを対象として 5 検体について

スクリーニング検査を行ったところ，乳を対象とした検査

で 1 検体（どら焼き），小麦を対象とした検査で 1 検体

（粉末調味料 5）を陽性と判定した．

1) どどらら焼焼きき

  本検体における乳由来タンパク質の値は，N キット乳で

152 μg/g，M キット乳で 252 μg/g と算出した．ウエスタン

ブロット法による確認検査を行ったところ，β-ラクトグロ

ブリンキットおよびカゼインキットの両方で乳由来のタン

パク質を検出し，陽性であると確定した． 
この結果を受けて，製造所を管轄する保健所が調査を実

施した．原因はどら焼きの生地に使用されていた「粉末油

脂」の原材料に含まれるカゼインナトリウム（乳由来）で

あり，製造者の確認不足によって，食品表示から欠落した

ことが明らかになった．このことを踏まえ，後日，表示の

修正，販売品の自主回収，再発防止策の提示および他製品

の表示の確認といった口頭指導が行われた．このように，

原材料に含まれる原料が特定原材料であることがある．粉

末油脂のような添加剤が用いられた食品の誤食による，食

物アレルギーの発症を防ぐためにも，複雑な原料が使われ

る加工食品についてより検査を実施していく必要がある．

2) 粉粉末末調調味味料料 5
本検体における小麦由来タンパク質の値は，N キット小

麦で 7 μg/g，M キット小麦で 33 μg/g と算出した．植物

DNA 検出用プライマー対および小麦検出用プライマー対

を用いた PCR 法による確認検査を行った．この際、DNA
抽出には GM quicker 4 を用いた．植物 DNA（124 bp）を

検出したが，小麦 DNA（141 bp）を検出せず，陰性であ

ると確定した．この検体には令和 3 年度の粉末調味料 6 と

同様に，麦芽エキス粉末が含まれていたため，ELISA 法

にて偽陽性を示したと考えた．

確認検査の DNA 抽出に GM quicker 4 を適用したのは，

通知法で定められた 2 種のキット DNeasy Plant Mini および

Genomic-tip 20/G では，DNA の抽出状態を確認できる植物

DNA（124 bp）が検出されなかったからである．2 種のキッ

トにおける DNA の抽出量は前者で 46∼57 µg，後者で 191∼
296 µg であった．これは，「DNA 試料液の濃度を 20 ng/µL
で調整する」という通知法の記載からすると充分であった

が，当検体は加工度が高く，これらのキットでは DNA は

精製できたものの増幅対象領域の DNA が断片化していた

と考えた．そこで，カレーフレークやピーナッツオイルと

いった油脂の多い試料等幅広い種類の加工食品に適してい

る GM quicker 4 の適用を試みた．このキットには，Genomic-
tip 20/G との抽出効率を比較した報告もあり，食品の種類

や特性を考慮してこれを選択すれば，より迅速な小麦のア

レルゲン検査が可能になることが示されている 20)．適用し

た結果，DNA 抽出量は，96∼123 µg であり，植物 DNA（124 

bp）を検出した．なお，この結果の信頼性を確保するため，

本抽出法の妥当性評価を行った．日常検査において陽性お

よび陰性と確定した試料を各 1 検体 21)選定し，1 検体につ

き分析者 3 名が併行数 6 で 3 日間試験を実施した 4,22)．得

られた結果から，感度，特異性，偽陽性率および偽陰性率

22)を求めたところ，感度及び特異性はともに 95%以上 23)で

あり，偽陽性率および偽陰性率はともに 5%未満であった．

ガイドラインの基準を満たしたことから，このキットを用

いた検査結果を採用した． 
 

まま  とと  めめ

 東京都で令和 3 年 4 月から令和 5 年 3 月に実施した，加

工食品中の卵，乳，小麦およびそばを対象とした特定原材

料検査結果を報告した．卵を対象として 21 検体，乳を対

象として 23 検体，小麦を対象として 18 検体，そばを対象

として 7 検体にスクリーニング検査を行った．乳で 1 検

体，小麦で 2 検体が陽性であり，乳を対象とした検体はウ

エスタンブロット法による確認検査，小麦を対象とした検

体は PCR 法による確認検査を行った．その結果，乳を対

象とした 1 検体を陽性と確定した．検査を行った検体の

原材料表示には，検査対象となる特定原材料の記載はなか

った．

以上のことから，東京都内で製造または流通していた食

品で，より複雑な原材料を用いた加工食品において特定原

材料表示が適切でない事例が明らかになった．また，加工

度が高い食品において，検査結果を確定する際には複数の

方法を用いる等，留意する必要があることを示唆したた食

物アレルギーによる健康被害の防止に向けて，今後も特定

原材料の検査を行っていくことが重要である．
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Surveillance of Allergic Substances in Processed Food (April 2021–March 2023) 

Maki SHIMATANIa, Kana KIMOTOa, Mami OGAIa, Ayano HOTTAa, Kayo HAGINOa,
Yuki SADAMASUa , and Takeo SASAMOTOa

Labeling allergens on food is obligatory to prevent food allergy-related health hazards. Here, we report the results of the allergenic 
substance inspection of eggs, milk, wheat, and buckwheat in processed foods from April 2021 to March 2023 and show trends in whether 
labeling is being conducted correctly. Enzyme-linked immunosorbent assay (ELISA) was used to screen 69 samples of processed foods
manufactured or distributed in Tokyo. Of of 23 milk and 18 wheat samples, 1 and 2 were positive, respectively. Western blotting was used 
as a confirmatory test, for milk-positive samples. Polymerase chain reaction was used for wheat-positive samples. The results revealed 
that one sample of dorayaki was milk-positive, but “milk” was not mentioned on the ingredient label. To confirm proper food labeling to 
avoid accidental ingestion, we indicated the importance of continuously conducting specific ingredient inspections for processed foods 
that focus on raw material ingredients such as this one. We assumed that the discrepancy between the screening test and the confirmation 
test was due to the malt in the powder raw material giving a false positive result in the ELISA method for wheat. Based on this case, we 
demonstrated the necessity of multiple confirmation tests based on different principles.

Keywords: food allergy, allergic substance, egg, milk, wheat, buckwheat, ELISA method, western blot method, PCR method 
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